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コメント 

 本研究は、酸化還元反応及び酸塩基反応に有効な触媒活性点
を、分⼦・クラスターと⾦属・⾦属酸化物の相互作⽤を利⽤し
て固体表⾯上に構築することを⽬的とするものであり、触媒活
性点の構造解析と反応機構の解明を表⾯化学と計算化学の⼿法
を⽤いて⾏うことにより、バイオマスや⼆酸化炭素を⾼付加価
値化学品に変換する新たな固体触媒を設計できる可能性があ
る。 

これまで応募者は、バイオマスを変換して⽯油からは合成し
にくい樹脂原料などの有⽤化合物を合成するなど、世界でも有
数の研究業績を上げており、⼤きな研究成果が期待できる。 
 

  


